
作物育種の効率化を目指した
沖縄県の取り組み

沖縄県農業研究センター



沖縄県で栽培される園芸作物

「沖縄の農林水産業」より引用



沖縄県は冬春期の作物供給基地
（沖縄県農業の特徴）

：出荷

生産量 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ニガウリ 全国１位

サヤインゲン 全国5位

トウガン 全国1位

オクラ 全国3位

カボチャ 全国9位

ラッキョウ 全国5位

レタス

ピーマン

ニンジン

小ギク 全国1位



沖縄県の作物を取り巻く状況
作物名 全国順位（H26年産） シェア（％）

（県／全国）
備考

ニガウリ １位 ３６．５ 2位 鹿児島県
3位 宮崎県

マンゴー １位 ５０．７ 2位 宮崎県
3位 鹿児島県

パインアップル 1位 ４．３ 沖縄県の収穫量（H27）7,660トン
輸入量（H25）180,000トン

他県産地の台頭
→差別化が急務、しかし育種には長期間が必要



混性型ニガウリ
OHB61-2

（雌性花率40%）

群星（F1品種）

（雌性花率60%）

＊雌性花率が単位面積当たりの収量を左右する。

雌性型ニガウリ
OHB61-5 

（雌性花率100%）

ニガウリ育種の効率化を目指して

 ウリ科
 雌雄同体異花（混性型）植物
 遺伝資源には、雌性型も存在

アバシー（混性型）
（雌性花率3-5%）

OHB61-5（雌性型）
（雌性花率100%）

ニガウリの特徴 ニガウリの育種



父親

F1品種
OHB61-5 （中長）・・・既存

＊複数の雌性型ニガウリ（母親）を育成する必要がある。

雌性型ニガウリは１系統のみ（母親）

果実が短太な雌性型ニガウリ

苦みの弱い雌性型ニガウリ

うどんこ病に強い雌性型ニガウリ

バラエティーに富んだニガウリの品種を育成には？

他にも、雌性型ニガウリがあれば・・・



①短太ニガウリ（混性型）と中長ニガウリ（雌性型）の孫世代（F2）をハウスに30株定植する。

②雌性型形質は潜性（劣性）なので、7-8株が雌性型である。

③さらに、雌性型ニガウリで短太を探すと、1-2株程度となる。運が悪いと０の場合も・・・。

潜性（劣性）形質をターゲットに
すると、非常に育種効率が悪い

苗の段階で、雌性型であるかを判定できれば、
育種が効率化できる。（DNAマーカーの利用）

短太果実で雌性型のニガウリを選抜する方法（従来法）



DNAマーカー（目印）とは

形態マーカー（三毛猫は雌） DNAマーカー
品種A

品種B

AGGCTGATTGCCACATTTGA

AGGCTGATTGACACATTTGA

＊DNAのマーカー（目印）を作物の育種や権利保護（品種識別）に活用できる。

塩基配列の違いが
マーカー（目印）と
なる。



ニガウリゲノムの概要
全ゲノムは約２億８千６百万塩基の長さ
約４万６千個の遺伝子が存在
耐病性や機能性成分の生合成などに関する遺伝子候補が存在
キュウリ、メロン、スイカの中でスイカのゲノムに類似

ゲノム情報を活用して、雌性型ニガウリの判別マーカーを開発できる

ニガウリの全ゲノム解読を完了
（DNAマーカー開発のための基盤整備）

背景
沖縄農作物のゲノム配列情報は乏しい。
ゲノム配列があると、DNAマーカーの開発が容易になる。



次世代シーケンサーによる解析
（大量のDNA配列の取得）

雌性型個体のDNA、混性型個体のDNA

DNA配列の比較による
雌性型に特徴的な配列（DNAマーカー）
の取得

DNAマーカーの開発方法（ニガウリを例に）

雌性型と混性型の交配により得た
性型分離集団（F2：孫世代）

コンピュータ解析（全ゲノム配列を活用）



①苗からDNAを抽出し、雌性型判別DNAマーカーを調べる。

サンプル番号

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ サンプル③と⑦は
雌性型と判定

③短太の果実形質を示す個体（約7-8個体）を詳細に調査する（選抜）。

＊育種が7-8倍効率化される（より良いものを選ぶチャンスが増える）。

②DNAマーカー選抜した雌性型ニガウリのみ30個体をハウスへ定植

短太果実で雌性型のニガウリを選抜する方法（DNAマーカー選抜法）



要望に応じた交配組合せの選定

沖縄農業の
競争力強化
を目指す。

病気に強い
ニガウリはな
いですか？

苦味が少なくビ
タミンCが豊富
なニガウリはな

いですか？

様々な
要望

苗（系統BとDの子供達）の段階で要望の形質を
持つニガウリをDNAマーカー選抜

効率よく品種を育成

系統BとDを交配すればよい!!

ニガウリのオンデマンド育種（将来像）



作物名 DNAマーカーで判別できる形質
◎：開発済み（活用中）
○：検証中
△：開発中

ニガウリ 雌性型 ◎

うどんこ病抵抗性 ○

ヘチマ 加熱後の果肉色 ◎

パパイヤ 性型（雄・雌・両性） ◎

パインアップル 葉縁のトゲ型 ◎

果肉色 ◎

糖度 ○

マンゴー 自殖・他殖個体 ◎

果皮色 △

パッションフルーツ 自家和合性・不和合性 ◎

キク ハモグリバエ抵抗性 ○

育種の効率化を目指したDNAマーカーの開発（活用）状況



（研究予算）
沖縄県・岩手県かけはし交流事業
地域先端技術共同研究開発促進事業
イノベーション創出基礎的研究推進事業
沖縄県産業振興重点研究推進事業
次世代沖縄ブランド作物特産化推進事業（沖縄振興特別推進交付金）
うちなー島ヤサイ商品化支援技術開発事業（同上）

（協力関係）

公財） 岩手生物工学研究センター
京都大学 寺内良平 教授
信州大学 松村英生 准教授
農研機構 果樹茶業研究部門
日本大学 奈島 賢児 助教
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